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{背景}立縄問期緯線騒の10年生存率!;1約8{)%と報告され.1 . I獄よちも
悪い.我々 は1932年以来.m期務験強iこ対する集学的治擦として.説諮後
に故射線、治療を行ってきた.議前放射総治擦 (PreoperativeRadiotherapy ; 
PreRT)の目的は.1) ，放射綾の鍾欝縮小効果によ号完全部除率を向上させ
ること， 2)騒務縮監のViabilityを下げ，手議操作iこ伴う緯際矯援を予訪す
ることである.PreRT施行挺の成畿を報告する.{対象方法}対象は1982
年から2∞4年3nに本設で治接された窮諒診断で盟錦の浅蒋塑鵜践騒21
例.治集方針iえ経皮的生綾で鵜擁護と診断しCTでI期と評鎖した場合通
約20Gyの銀鱗照射(PrcRT)をMi行する.PreRT終了から釣2遊関後に鶏
醸会議議更に祷後の議蹄照射を約50Gy追加する.(結果121際fI1.19持
(悌~5%)が完全切除できた. 4 ovはPreRTにより.{機器合前・切訟を要しな
かった.合静切除臓器を要したのは17併で.その10年生存率は75.6部.10
年無再発生存率は87.5%だった.また.WHOB3では勉の組議選に比して
PreRT能後の組織{象の変化がなく，続小率IHf窓に小さかった.(考察1j海
鯨態iま設射議感受性が高い悪性麗壌として知られており.t'善後放射線治献立
広く普及した治諜である.我々 はPreRTを導入し，特に紫蒋発生存率では
良好な成績が得られた PreRTを行うことにより.WHO分類別に紋射毅感
受性(緯議裂の変化縮小率)に違いがあることを認めた.m期務線盤に対
する持i前後照射を加えた外蒋治f震は安全かつ有効な治議法といえる.
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